
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
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堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
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『 世界平和のビジョン 』 

国際平和高速道路と日韓海底トンネルの提案 

真の父母様は、１９８１年１１月１０日、ソウルで開

かれた第十回「科学の統一に関する国際会議」

において、国際平和高速道路の建設を提唱さ

れた。国際平和高速道路は、中央分離帯を中心

にそれぞれ四車線で建設し、高速道路の両側

面に沿って幅１キロを国際中立区域に定め、国

境を超越する地域にしようという構想である。

そして、インターチェンジに出入国管理事務所

を置き、ノービザ出入国制度を導入して、武器

を載せた車両の通行を禁止し、軍隊の移動を

制限して、正に平和の公道となるようにしよう

という提案であった。そして、国際平和高速道

路建設の一環として、日韓海底トンネルに関す

る構想も発表された。真の父母様は、日韓トン

ネルが建設される場合、日本の東京からイギリ

スのロンドンまで自動車や高速列車で走ること

ができ、これを通して世界平和が早まるものと

予見された。これを具体化するため、１９８２年４

月に、日本で国際ハイウェイ建設事業団が設

立され、１９８３年７月には、日本の九州にある佐

賀県の唐津と壱岐、対馬の陸上部と海域部の

調査を開始し、１９８６年１０月には、佐賀県鎮西

町の名護屋から、日韓海底トンネルの掘削工事

を開始した。 

 

 

 

1 私たちは、長く続いた苦しみの世紀を締めく

くり、迫りくる２１世紀を迎えるに際して、本当の

新しい文化を創造するためには、争奪と反目一

辺倒の自国の利益ばかりを追求することから

脱皮し、汎世界的次元の新しい価値観を確立す

ることが、切実に求められる時点に到達したと

考えます。合わせて、すべての隣国の幸福と平

和なくして、自国だけの本当の平和が維持され

得るのかと反省してみるとき、国籍を超越した

人類愛のない世界平和というのは、考えられ

ないのです。このような観点から、既存の社会

構造および経済構造に対しても、新しい学説が

確立されなければならない時期も、正に今、こ

の時代だと思うのです。さらに、新しい国際経

済機構を創設して、過ぎし日の莫大な経済的

浪費と損失を防ぎ、また全世界の国土利用計

画を「世界と人類」という次元で新たに推進す

ることによって、全人類に平和と幸福を共に享

受できる権利を付与しなければならないので

す。そうして、理想世界が到来し、永久平和が実

現され、人間は誰もが幸せで豊かな生活を享

受できるようにしなければなりません。私はこ

の場で、「人類は一つの家族であり兄弟」とい

う大命題のもと、このような理想を実践に移す

一環として、東西諸国を連結する国際平和高速

道路の建設を提案するものです。 

真の父母經(Ｐ９７４） 
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